「伊那谷再発見～子どもの未来応援団～」助成金事業のご案内

　　表記の件につきまして、上伊那の全小・中学校及び高等学校にご案内いたします。

　　本年度から、これまで当プロジェクトが実施してまいりました「伊那谷再発見」事業と「子どもの未来応援団」事業を一つにし、「伊那谷再発見～子どもの未来応援団～」といたしました。

　　要項をお読みいただき、児童・生徒の「ふるさと学習」「生活科・総合的な学習の時間」「中学校キャリア教育」「学級の中核活動」などにご活用ください。

　　事業の詳細は下記のとおりです。

　　
記

　１．事 業 名　　令和4年度～子どもの未来応援団～伊那谷再発見事業
　２．事業目的　　次世代育成や地域づくりにかかわる実践を行っている学校、地域団体に助成金を交付し、子どもたちにとって、より希望と目標をもって主体的、積極的に活動を広め、深まるよう支援する。

　３．助成対象　　上伊那郡内の地域連携活動、スポーツ推進活動、芸術・文化推進活動等の実践に対して、

①郡内の小学校、中学校、高等学校、大学（学級単位可）　

　　　　　　　　　 　②次世代育成や地域づくりの活動を実施している団体

　　　　　　　　　　 ③郡内の児童・生徒で、全国大会などで活躍する団体または個人

４．助 成 額　　事業趣旨に合う団体・個人1件につき、上限５０,０００円を目安に、活動助成金として助成する。

　　　　　　　　　※申請書の収支予算については、学校教育費や学級費などで支出できないものを助成の対象とする。

　　　　　　　　　※応募数　学校・地域を含めて１５団体程度

　５．申請期間　　第1次締め切り　令和４年７月３１日（月）まで
　６．選定方法　　

助成金を交付する「郷土愛プロジェクト事務局会議」の審査を経て、郷土愛プロジェクト全体会議で採択団体の決定

7．事業評価及び公表（実績報告書の提出）

(1)事業自体自ら評価を実施し、郷土愛プロジェクトから出された報告書の形式に添って、郷土愛プロジェクトに報告する。また公表に努める。

(2)郷土愛プロジェクトは、各団体からの報告を「令和３年度伊那谷再発見～子どもの未来応援団～報告書」として報告書を作成し、助成団体また地域等に配布する。

(3)令和５年２月１１日(土)に宮田村民会館で実施される「第１４回伊那谷再発見～子どもの未来応援団」に参加し、１年間の学習の成果を発表し合う。

(4)上記の発表会については、コロナ感染状況を見ながら開催の可否決定を行う。

８．申 請 書　　

添付の交付要綱と申請書の書き方を参考に、第1次申請期間内に、郷土愛プロジェクト（上伊那広域連合　地域振興課）に提出する。

※申請書のダウンロード　　郷土愛プロジェクトのホームページから

９．助成金交付まで

　　　　　(1)申請書：郷土愛プロジェクトホームページからダウンロードし、第1次締め切り日を目安に申請書を郷土愛プロジェクトに申請する。

　　　　　　(2)交付決定通知書：８月末日までに、郷土愛プロジェクト全体会議で採択された団体に「子どもの未来応援団助成金交付決定額」を通知する。

　　　　　　(3)各団体では、申請した事業を進めるにあたり、会計報告に必要な領収書、活動の記録、記録写真、新聞記事などをストックしておく。

　　　　　　(4)事業実績報告書：活動が終了したら、実績報告書を提出する。（助成金決定額内の領収書を添付のこと）

　　　　　　(5)実績報告書を精査の後「助成金確定通知書」を各団体に通知する。

　　　　　　(6)「助成金確定通知書」を受け取った団体は、「助成金交付請求書」を、郷土愛プロジェクト宛に送付する。

　　　　　　(7)団体に、助成金決定額内の助成金を現金で交付する。

　　　　　　(8)伊那谷再発見の発表会については、10月に第1回打ち合わせを行い、会場の下見等を行う。第2回打ち合わせ会は12月とし、プログラム等を決定する。

　　※活動が終了してからの、助成金交付となりますので、以下の点にご注意ください。

　　　　①助成金配布は、活動終了後となりますので、それまで立て替えておく。

　　　　②助成金は、使用した金額に支払われるので、領収書を取っておく。

　


伊那谷再発見～子どもの未来応援団～助成金交付要綱

　（趣旨）
第１条　この要綱は、上伊那郡内に在住する子どもたちが、子どもの未来応援団の活動を通して、現在及び未来に希望と目標を持って主体的、積極的に活動を行うために、郷土愛プロジェクト（上伊那広域連合規約（平成１１年長野県指令地第３４８号）第２条の関係市町村（以下「関係市町村」という。）の産官学組織が構成団体となり、関係市町村の枠を超えて協働しながら、次世代育成や地域づくりを実践しているプロジェクトをいう。）が予算の範囲内で助成金を交付することに関し、必要な事項を定めるものとする。
　（定義）
第２条　この要綱において「子どもの未来応援団」とは、上伊那郡内に在住する子どもが次に掲げる活動を行う場合に、その活動を支援する団体等をいう。
　(1) 地域連携活動
　(2) スポーツ推進活動
　(3) 芸術・文化推進活動
　（対象者）
第３条　助成金の交付の対象となる団体は、上伊那郡内に所在する団体等で、次に掲げるものとする。
　(1) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１項に規定する学校及び同法第
１２４条に規定する専修学校
　(2) 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第７条に規定する保育所及び幼保連携型認定こども園
　(3) 前２号に掲げるもののほか、上伊那郡内で子どもの健全育成のために活動している団体
　（対象事業）
第４条　助成金の対象となる事業（以下「助成対象事業」という。）は、次に掲げるとおりとする。ただし、国、県その他の機関の補助事業の対象となっているものを除く。
　(1) 地域や地元企業等と共に学習又は活動を行っている事業
　(2) スポーツ又は芸術・文化の分野で子どもが活躍している事業
　(3) 前２号に掲げるもののほか、郷土愛プロジェクトの会長（以下「会長」という。）が必要と認める事業
　（助成対象経費及び助成金額等）
第５条　助成金の交付の対象となる経費は、前条各号に掲げる事業に要する経費とする。
２　助成金の額は、前項に規定する経費の額以内とする。
３　助成金の交付は、１年度につき１回を限度とする。

　（交付申請）
第６条　助成金の交付を受けようとする者は、子どもの未来応援団助成金交付申請書（様式第１号）に必要書類を添付し、会長に提出しなければならない。
　（交付決定）
第７条　会長は、前条の申請書の提出を受けたときは、その内容を審査し、適当と認めたときは、子どもの未来応援団助成金交付決定通知書（様式第２号）により通知するものとする。
　（助成事業の変更等）
第８条　前条の通知書を受けた者（以下「助成決定者」という。）は、助成金の交付申請の内容を変更しようとするとき又は助成対象事業を中止しようとするときは、速やかに子どもの未来応援団助成事業変更・中止承認申請書（様式第３号）を会長に提出し、承認を受けなければならない。
　（実績報告）
第９条　助成決定者は、助成対象事業が完了したときは、子どもの未来応援団助成事業実績報告書（様式第４号）に次に掲げる書類を添えて、会長に提出しなければならない。
　(1) 助成対象事業に係る活動経過写真
　(2) 助成対象事業に要した費用の支払状況が分かる書類
　(3) 前２号に掲げるもののほか、会長が必要と認める書類
　（助成金の額の確定）
第１０条　会長は、前条の実績報告書の提出を受けたときは、その内容を審査し、適当と認めたときは、交付すべき助成金の額を確定し、子どもの未来応援団助成金確定通知書（様式第５号）により通知するものとする。
　（助成金の請求）
第１１条　前条の通知書を受けた者は、助成金の交付を請求しようとするときは、子どもの未来応援団助成金交付請求書（様式第６号）を会長に提出しなければならない。
　（助成金の取消し）
第１２条　会長は、助成金の交付を受けた者が次の各号のいずれかに該当するときは、助成金の交付を取り消し、又は既に交付した助成金の全部若しくは一部を返還させることができる。
　(1) 偽りその他不正の手段により助成金の交付を受けたとき。
　(2) この要綱に違反したとき。
　(3) 前２号に掲げるもののほか、会長が取り消すことが適当と認めるとき。

　（補則）
第１３条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。
　　　附　則
　この要綱は、平成３０年４月１８日から施行し、平成３０年度の助成金から適用する。
様式第１号（第６条関係）
子どもの未来応援団助成金交付申請書
年　　月　　日　

　（宛先）郷土愛プロジェクト会長
　
申請者　所在地
団体名
代表者名　　　　　　　　　　印
　子どもの未来応援団助成金の交付を受けたいので、下記のとおり申請します。
記
１　団体の概要
	構成員計
	学年
	学級・クラブ等名
	指導者
	計

	
	年
	
	人
	人

	担当者名（所属）
	

	連絡先
	電話
	

	
	Mail
	


２　事業計画
	時期
	場所
	実施項目
	実施内容

	
	
	
	


３　収支予算書
　(1) 収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項目
	予算額
	前年度予算額
	比較増減
	摘要

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


　(2) 支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	項目
	予算額
	前年度予算額
	比較増減
	摘要

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


４　添付書類
　(1) 活動実績の分かるもの
　(2) 本年度の活動計画、教育計画等

【事務局記入欄】

	〈推薦書〉

　上記の団体は、助成金の交付対象となる団体として、以下の点を推薦します。




様式第２号（第７条関係）
第　　　　　号　
年　　月　　日　

　　　　　　　　　　様
郷土愛プロジェクト
会長　　　　　　　　　　　　印

子どもの未来応援団助成金交付決定通知書
　　　年　　月　　日付けで申請のあった子ども未来応援団助成金について、次のとおり決定しましたので通知します。
子どもの未来応援団助成金交付決定額
金　　　　　　　　　　　　　　　円
様式第３号（第８条関係）
子どもの未来応援団助成事業変更・中止承認申請書
年　　月　　日　

　（宛先）郷土愛プロジェクト会長
申請者　所在地
団体名
代表者名　　　　　　　　　　印
　　　年　　月　　日付け　　第　　号で助成金の交付決定のあった子ども未来応援団助成事業について、次のとおり変更・中止したいので下記のとおり申請します。
記
	１　変更・中止の理由
	

	２　変更の内容
	


様式第４号（第９条関係）
子どもの未来応援団助成事業実績報告書
年　　月　　日　

　（宛先）郷土愛プロジェクト会長
申請者　所在地
団体名
代表者名　　　　　　　　　　印
　　　年　　月　　日付け　　第　　号で助成金の交付決定のあった子ども未来応援団助成事業が完了したので、下記のとおり報告します。
記
１　団体の実績
	担当者名（所属）
	

	構成員計
	学年
	学級・クラブ等名
	指導者
	計

	
	年
	
	人
	人

	指導教諭等職・氏名
	


２　活動・課題の実績
	活動・課題名
	

	目的
	

	内容
（得られた事項）
	

	残された課題
	


３　収支決算書
　(1) 収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	項目
	決算額
	摘要

	
	
	

	計
	
	


　(2) 支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	項目
	決算額
	摘要

	
	
	

	計
	
	


４　添付書類
　(1) 助成対象事業に係る活動経過写真
　(2) 助成対象事業に要した費用の支払状況が分かる書類
　(3) 前２号に掲げるもののほか、会長が必要と認める書類
様式第５号（第１０条関係）
第　　　　　号　
年　　月　　日　

　　　　　　　　　　様
郷土愛プロジェクト
会長　　　　　　　　　　　　印

子どもの未来応援団助成金確定通知書
　　　年　　月　　日付けで提出のあった子ども未来応援団助成事業実績報告書を審査した結果、次の金額を当該事業に対する助成金として確定します。
１　交付確定額　　　　　　　　　　　　　　　　円
様式第６号（第１１条関係）
子どもの未来応援団助成金交付請求書
年　　月　　日　

　（宛先）郷土愛プロジェクト会長
申請者　所在地
団体名
代表者名　　　　　　　　　　印
　　　年　　月　　日付け　　第　　号で確定の通知のあった子ども未来応援団助成金について、下記のとおり請求します。
記
１　請求金額　　　　　　　　　　　　　　　円
２　振込先口座
	金融機関名
	

	本・支店名
	

	口座種別
	普通　　・　　当座

	口座番号
	

	ふりがな
	

	口座名義
	





申請書は、郷土愛プロジェクトホームページからダウンロードできます。


不明な点は、郷土愛プロジェクトまでお問合せください。





郷土愛プロジェクト


（上伊那広域連合　地域振興課内）


課　長：唐澤直樹


担　当：傳田智子・原めぐみ・安積順子


ＴＥＬ：0265-78-2500


E-mail：� HYPERLINK "mailto:career@union-kamiina.jp" �career@union-kamiina.jp�
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